
会　長　山 下 隆 義会 長 挨 拶

暖かい行楽日和に恵まれました
三連休、皆さんは何をしてお過ご
しでしたでしょうか。
私は、初日は、午後４時頃か

ら、「なばなの里」に行きました。
大変混雑していて入場するまでに３時間余り
かかりうんざり致しました。然し、恒例の光
の祭典イルミネーションを見て、その疲れも
見事に吹き飛びました。水上を華麗に舞う百
花繚乱、光の魔術、光の雲海と銘打って、ナ
イヤガラの滝を題材とした美しく荘厳、絶妙
で不思議な光のアラカルトは、何時までも見
とれるほどの素晴らしさでした。何百万個の
電球で、公園全体が電飾された光景は、見る
人を圧倒してしまいます。

副会長　野 田 和 正来訪者紹介

中林正人様（地区Ｒ財団資金推進委員長）
森　初男様（一宮ＲＣ　ＩＭ実行委員長）
青木俊憲様（一宮ＲＣ　ＩＭ実行副委員長）
鈴木洋志様（一宮ＲＣ　ＩＭ実行副委員長）

「四つのテスト」

ソングリーダー　住 川 誠 一唱 和

会　長　山 下 隆 義点 鐘

ロータリー財団月間
世界インターアクト週間
（11月5日を含む１週間）

2014年11月26日　第１４７３回　例 会

会場：ＣＢＣ自動車学校

　　司　　　会　　会場委員長　冨 田 昭 雄

２日目は、私の住んでいる町では、明治時代
以降続いている、田舎の神事である新嘗祭（豊
作に感謝して、新米を神に捧げる神事）が有り
ました。氏神さまである地元の神社で、大きな
幟旗と国旗を立て、お供え物をして、神主さん
に、ご祈祷をして頂きます。
私の子供の頃は、長老が雅楽を歌い村の若い

女性が踊りをしました。大人も子供も沢山お参
りにきて、大変賑わいました。ラジオもなく、
遊ぶ場所も、行楽地も何もない時代、何よりも
楽しみな行事の一つでした。今では、農家の人
さえ誰も神社に参りに来なくなりました。科学
技術、物質文明の発達、物あふれ、何もかも満
たされる便利な世の中になってまいりました。
文明の発達が、知らないうちに、人の心を反比
例的にさび落とし、冷ややかで無関心で空疎な
人間関係を築いてしまったのではないかと思い
ます。

本日のお知らせ　　（12月３日）

年次総会・今月のお祝い
会場／北名古屋市商工会館

担当／会長、幹事、会場委員会

（1474回）

次回のお知らせ　　（12月７日）

【17日の例会変更】
年末家族会

会場／名鉄グランドホテル

担当／親睦活動委員会、会場委員会

（1476回）
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平成26年12月のお祝い

《 第1473例会　ニコボックス 》
寄 付 会 員 数
本 日 の 合 計 額
本日までの累計額

11名
33,000円

840,000円

西尾張分区ＩＭ実行委員会
山下君　中林様、一宮ＲＣの皆さん、ご来訪あ
りがとうございます。

山本君　尾張中央・立浪会　和合カントリー合
同ゴルフコンペで上位入賞し、立浪様のサイ
ン入りのプロ野球ボールを頂きましたお礼。

熊澤君　本日はロータリー財団資金推進委員長
の中林さんをお迎えして。熱い卓話よろしく
お願いします。

野田様　地区Ｒ財団資金推進委員長　中林正人
様、今日は宜しくお願い致します。夜間例会
お袋の急病でドタキャンしました。

片山君　中林正人Ｒ財団資金委員長、本日の卓
話よろしくお願いします。

魚住君　日増しに寒さがやってきます。健康に
気を付けてください。

瀧本君　趣味多忙！
平野君　今日から議会本会議が始まりました。
２、３日間公務多忙です。

中村様　本日は地区財団中村委員長様、ＩＭ実
行委員長森委員長様をお迎えして。又ＣＢＣ
自動車学校様度々の会場をお借りし、ありが
とうございます。

堀尾君　西村さんＣＢＣ自動車学校様、お世話
になります。

委員長　住 川 誠 一ニコボックス

☆誕生日祝福
２日 平岩慎次君
３日 水上惠一君
３日 魚住尚三君
11日 安田基甫君

☆在籍表彰
水上惠一君（39年）
西村壽凰君（31年）
大野眞一君（31年）
尾関正美君（14年）
山本正則君（11年）
松尾晋吉君（９年）

平野弘康君（31年）
大野東秀君（31年）
赤堀博宣君（31年）
太田吉宣君（11年）☆結婚記念日祝福

６日 山本正則君・律子さん
８日 大野東秀君・純子さん
10日 竹本義明君・倫子さん

☆誕生日祝福（会員婦人）
５日 沖野真弓さん
12日 水上幸子さん

本日の卓話者
中林正人地区Ｒ財団資金推進委員長

★ 地区Ｒ財団　資金推進委員長　中林正人様の卓話はＨＰに掲載しています ★

左４人目から 森初男君、中林正人君、青木峻憲君、鈴木洋志君

委 員　今 村 康 宏出 席 報 告

会員数：33名 出席数：22名 出席率：78.57％
第1471回（前々回）　修正出席率：93.33％
〈メーキャップ〉堀尾君、熊澤君

何も無く不便な社会環境であった僅か60年
前は、多くの村人が、多くの子供達が何時も顔
をあわせ、輪になって語らい。共に助け合い、
共に楽しんだ気が致します。そんな子供時代
が、思い起こされました。
これから、50年先、科学技術、文明が更に

進歩したら、「人間は人ではなく、心（感情）の
無い冷徹な機械」になってしまのではないかと
想像いたします。そんな時代にはなって欲しく
ないものです。
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